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「ひろしま建築学生チャレンジコンペ 2022」の実施について 
 

 

１ 要旨・目的 
(1) 魅力ある建築物創造事業の一環として，建築学生を対象とした「ひろしま建築学生チャレンジコ

ンペ」を今年度は，三原市の公共建築物を題材とし，三原市と県の共催で実施する。 

(2) 応募対象者は全国の建築学生とし，広島県へのブランドイメージの向上とクリエイティブな人 

材育成を図る。 

 

２ 現状・背景 
(1) 本事業は，将来の建築業界を担うクリエイティブな人材育成を目的とし，平成 25 年度より実施
しており，今回で９回目となる。 

(2) 市町との共催は昨年度に続き２回目である。 
 

３ 概要 

(1) 応募対象者 
全国の大学，大学院，高等専門学校等の建築関連学科に在籍する学生 

(2)  対象建築物 
「三原中央方面隊屯所」（三原市宮沖３丁目） 

(3)  表彰 
最優秀賞１点，優秀賞２点，入選２点，審査委員長特別賞数点 
（最優秀作品等受賞者には協賛企業から副賞等を贈呈） 
なお，最優秀作品は，その提案趣旨を生かし，三原市が別に依頼する実施設計者による設計， 
工事請負業者による施工を経て，実際に建築される。 

(4) 審査委員 

委 員 氏 名 所属等 

審査委員長 家
い え

成
な り

 俊
と し

勝
か つ

 建築家，dot architects 主宰，京都芸術大学教授 

審査委員 土井
ど い

 亘
わたる

 建築家，dot architects ，京都市立芸術大学非常勤講師 

成田
な り た

 和弘
か ず ひ ろ

  建築家，Kufu 一級建築士事務所主宰，広島工業大学非常勤講師 

岡田
お か だ

 吉弘
よ し ひ ろ

 三原市長 

的場
ま と ば

 弘明
ひ ろ あ き

 広島県土木建築局総括官（建築技術） 

 

３ キックオフイベント 
  建築学生のコンペ参加促進を目指しキックオフイベントを，新型コロナウイルス感染症対策を踏
まえて WEB との併用で開催する。 

日時・場所 令和４年７月２日（土） 三原市内  

プログラム 

(参加費無料) 

①開会・挨拶 14 時 00 分～14時 10 分 

②コンペの概要説明 14 時 10 分～14時 25 分 

③対象建築物の概要説明 14 時 25 分～14時 45 分 

④dot architects(家成俊勝+土井亘)によるトー

クイベント 

14 時 55 分～16時 30 分 

(質疑応答 30 分を含む) 

申込方法 
専用ＨＰまたはメールにより申込み 

[申込先] 広島県土木建築局営繕課 営繕企画グループ 

資料番号 13 
令和４年５月 19日 
課 名 土木建築局営繕課 
担当者 課長 吉田  
内 線 ４１９０ 
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[HP]http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/miryoku/challe-com-kickoff2022.html 

[メール ] doeizen@pref.hiroshima.lg.jp 

申込募集開始日 ６月初旬 

 

４ 事業スケジュール（予定） 

５月 19 日 設計コンペの概要公表（建設委員会で資料提供の予定） 

７月２日 キックオフイベント開催，実施要領配布開始，応募申込受付開始 

10 月上旬 １次審査結果の公表 

10 月 29 日 最終審査（公開）及び審査結果の公表 

 

 

（参考１）これまでの実施状況 

 平成 25 年度  平成 26 年度 

道の駅（ふぉレスト君田） 

駐車場トイレ 

最優秀：穴吹デザイン専門学校 

平成 27 年３月完成 

福山東警察署野上交番 

最優秀：広島工業大学 

 

平成 28 年２月完成 

 平成 27 年度  平成 28 年度 

御幸松広場トイレ 

最優秀：広島工業大学 

 

平成 29 年２月完成 

広島県立広島工業高等学校 

野球部弓道部部室 

最優秀：広島工業大学 

平成 30 年２月完成 

 平成 29 年度  平成 29 年度 

三倉岳県立自然公園内トイレ 

最優秀：滋賀県立大学 

平成 31 年２月完成 

三倉岳県立自然公園内トイレ 

令和２年２月完成 

 

 

平成 30 年度  令和元年度 

瀬戸内海国立公園高見山公園

内トイレ 

最優秀：安田女子大学 

令和２年３月完成 

縮景園内事務所棟東トイレ 

最優秀：京都工芸繊維大学 

 

令和３年３月完成 

 令和３年度  

府中市こどもの国公園トイレ 

(府中市と共同開催) 

最優秀：横浜国立大学・大学院 

令和５年３月完成予定 

 

  

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/miryoku/challe-com-kickoff2022.html
mailto:doeizen@pref.hiroshima.lg.jp
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（参考２）審査委員 プロフィール 

家
いえ

成
なり

 俊
とし

勝
かつ

 建築家，dot architects 主宰，京都芸術大学教授 

【略歴】 

1974 年兵庫県生まれ。関西大学法学部法律学科卒。 

2004 年 dot architects を設立。アート，オルタナティブメディア， 

建築，地域研究，NPO などが集まるコーポ北加賀屋を拠点に活動。 

 

土井
ど い

 亘
わたる

 建築家，dot architects，京都市立芸術大学非常勤講師 

【略歴】 

1987 年神奈川県生まれ。慶應義塾大学大学院政策メディア研究科卒。 

Studio Mumbai Architects を経て，2014 年 dot architects に参画。 

 

dot architects 
【主な受賞】 

第 15回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展（2016）審査員特別表彰 

第 2回小嶋一浩賞受賞 

【主な作品】 

Umaki Camp（2013 小豆島），千鳥文化（2017 大阪） 

                                   Umaki Camp（2013 小豆島） 

成田
な り た

 和弘
かずひろ

 建築家，kufu 主宰,広島工業大学非常勤講師 

【略歴】 

1981 年 茨城県生まれ。芝浦工業大学工学部建築工学科卒業。 

2004 年～2011 年 環境デザイン研究所勤務 

2013 年～2018 年 大成建設設計本部勤務 

2019 年～ kufu 共同主宰 

 

【主な受賞】  

2020 年グッドデザイン賞 2020  

2019 年 JIA 中国建築大賞住宅部門大賞受賞 

【主な作品】 

はこ(2018 広島市) 

 

はこ(2018 広島市) 


